
「“あわい”の世界」 
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教師が生きる“あわい”の世界について、近頃よく考える。教育

の基本は、言うまでもなく「あれしなさい、これしなさい」と四六

時中指導することではなく、「信頼して、任せて、待って、支える」

である。ジャンジャック・ルソーは、教育の古典的名著「エミー

ル」の中で、「あれしなさい、これしなさい、とばかり言い続けてい

ると、子どもはそのうち、息をしなさいと言わないと呼吸さえしな

くなるぞ」と言っているが、まさに至言である。同様に、細かなル

ールで子どもを一方的に縛ると、私たちはむしろ子どもたちを不道

徳にしてしまうとルソーは言う。ルールをどうかいくぐってやろう

か、バレたらどう嘘をついてごまかそうかと考えさせてしまうこと

になるからだ。さて、しかしその一方で、教育とは一種の“おせっ

かい”である。“誘惑”でもある。子どもたちに、まだ見ぬ広大で知

的な世界を開示し、そこへと誘い出す。教育とはそんな営みでもあ

る。そのために、私たちはたくさんの”撒き餌“をまく。誰が、何

に、いつ食いつくかは誰にもわからない。しかし、それで構わな

い。だからこそ、私たち皆で協働して、さまざまな撒き餌を撒き続

けるのだ。一方で、信頼して、任せて、待って、支える。しかし、

その一方で、誘惑する。おびき寄せる。この”あわい”をどう生き

るかに、教師の生きざまが表れる。無論、その生きざまは、私たち

が歳を重ねるごとに変化する。若い頃は、どんどん前に出るのもい

いだろう。やがて「待つ」ことができるようになる。伴走し「支え

る」ことができるようになる。しかしまたある頃から、どうすれば

もっと上手に撒き餌を撒けるようになるかを考えるようになる。教

師もそうやって、生徒とともに生涯成長し続けるのだ。 
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